
35

二
〇
一
七
年
は
ち
ょ
う
ど
中
国
話
劇
が
誕
生
し
て
百
十
周
年
に
あ

た
る
。
中
国
で
は
近
代
劇
を
話
劇
と
称
し
、
当
時
日
本
に
留
学
し
て

い
た
中
国
人
学
生
た
ち
の
演
劇
活
動
を
話
劇
の
誕
生
と
見
な
す
た
め

だ
。
一
九
〇
七
年
、
東
京
で
結
成
さ
れ
た
芸
術
団
体
春
柳
社
の
上
演

を
機
に
、
新
し
い
演
劇
の
波
は
中
国
へ
と
も
た
ら
さ
れ
た
。
も
っ
と

も
当
時
の
春
柳
社
が
手
本
と
し
て
い
た
の
は
新
派
劇
で
あ
り
、
辛
亥

革
命
勃
発
後
に
帰
国
し
た
彼
ら
が
上
海
を
拠
点
に
上
演
し
た
劇
は
文

明
戯
と
呼
ば
れ
、
一
九
一
四
年
ご
ろ
に
は
一
大
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
。

多
く
の
文
明
戯
劇
団
は
脚
本
を
持
た
ず
、
配
役
と
簡
単
な
あ
ら
す
じ

を
書
い
た
幕
表
の
み
で
演
じ
る
即
興
性
の
強
い
芝
居
で
あ
っ
た
。
当

然
女
優
は
お
ら
ず
、
男
優
が
女
形
と
し
て
舞
台
に
立
っ
て
い
た
。
春

柳
社
は
脚
本
を
使
用
し
、
日
本
の
『
不
如
帰
』
や
『
雲
の
響
き
』
な

ど
の
新
派
劇
演
目
を
上
演
し
て
い
た
が
、
毎
日
演
目
を
変
え
る
必
要

性
と
、
観
客
の
嗜
好
に
合
わ
せ
て
滑
稽
を
取
り
入
れ
る
な
ど
次
第
に

脚
本
不
足
、
稽
古
不
足
に
陥
っ
た
。「
甲
寅
の
中
興
」
と
呼
ば
れ
る

ブ
ー
ム
の
時
期
を
過
ぎ
る
と
、
春
柳
社
も
主
要
メ
ン
バ
ー
陸
鏡
若
の

死
に
よ
り
活
動
が
中
断
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
文
明
戯
は
次
第
に
下
火

と
な
っ
て
い
っ
た
。

一
九
一
九
年
に
五
四
運
動
が
起
こ
り
、
新
文
化
運
動
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
と
、
演
劇
で
も
古
い
伝
統
を
打
ち
崩
し
、
新
し
い
演
劇
を
求

め
る
動
き
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
新
劇
運
動
を
牽
引
し
た
の
は
、
北
方

の
学
生
た
ち
で
あ
る
。
清
末
か
ら
演
劇
活
動
の
盛
ん
で
あ
っ
た
天
津

で
は
、
南
開
大
学
（
当
時
は
南
開
学
校
）
の
学
生
た
ち
が
創
作
劇
を

上
演
し
て
い
た
。
周
恩
来
も
南
開
で
の
学
生
時
代
、
舞
台
に
立
っ
て

華
人
文
化
圏
に
広
が
る
新
劇

鈴

木

直

子

― 
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
『
ウ
ィ
ン
ダ
ミ
ア
夫
人
の
扇
』
を
例
に
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い
た
一
人
だ
。
ま
た
北
京
で
も
、
南
開
学
校
と
同
じ
く
学
生
演
劇
が

盛
ん
で
あ
っ
た
清
華
学
校
や
北
京
大
学
で
新
劇
倶
楽
部
が
結
成
さ
れ

る
な
ど
、
新
劇
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
に

は
陳
大
悲
に
よ
り
北
京
人
芸
専
門
学
校
が
創
設
さ
れ
、
上
海
で
も
民

衆
戯
劇
社
が
起
こ
り
、
そ
の
機
関
紙
『
戯
劇
』
で
新
劇
理
論
や
翻
訳

劇
が
掲
載
さ
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
舞
台
上
で
は
、
近
代
劇
と
し

て
の
新
劇
は
未
だ
登
場
し
て
い
な
か
っ
た
。
伝
統
劇
を
改
良
し
、
時

事
的
な
要
素
や
日
本
の
新
派
劇
の
影
響
を
受
け
た
文
明
戯
は
、
女
形

の
存
在
や
そ
の
演
技
形
式
に
お
い
て
、
完
全
な
近
代
劇
と
は
い
え

ず
、
過
渡
的
な
産
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
、
舞
台
上
で

ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ
作
劇
法
と
演
出
手
法
を
見
せ
た
の
が
、
洪
深

（
一
八
九
四
―
一
九
五
五
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る

オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
の
『
ウ
ィ
ン
ダ
ミ
ア
夫
人
の
扇
』
の
中
国
版

脚
本
の
作
者
で
も
あ
り
、
演
出
家
で
も
あ
る
。
中
国
の
近
代
劇
誕
生

の
指
標
と
さ
れ
る
の
が
ま
さ
に
こ
の
『
ウ
ィ
ン
ダ
ミ
ア
夫
人
の
扇
』

で
あ
り
、
こ
の
上
演
の
成
功
こ
そ
が
中
国
話
劇
が
舞
台
上
に
誕
生
し

た
証
で
あ
る
の
だ
。

洪
深
の
ア
メ
リ
カ
留
学
と
帰
国
後
の
作
品
『
趙
閻
王
』

洪
深
は
清
華
学
校
で
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
一
六
年
ま
で
学
び
、

演
劇
活
動
の
中
心
を
担
っ
て
い
た
。
そ
の
後
清
華
学
校
か
ら
ア
メ
リ

カ
・
オ
ハ
イ
オ
大
学
へ
窯
業
を
学
ぶ
た
め
に
留
学
し
て
い
る
。
し
か

し
一
九
一
九
年
に
父
洪
述
祖
が
宋
教
仁
（
一
八
八
二
―
一
九
一
三
）

暗
殺
事
件
の
首
謀
者
の
一
人
と
し
て
逮
捕
、
処
刑
さ
れ
て
し
ま
う
。

こ
の
事
件
を
契
機
に
、
洪
深
は
窯
業
と
い
う
実
学
を
捨
て
、
好
き
な

演
劇
の
道
に
進
む
こ
と
に
し
た
。
演
劇
を
学
ぶ
た
め
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
に
転
学
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ベ
イ
カ
ー
教
授
の
４
７
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
。
ベ
イ
カ
ー
教
授
は
一
九
〇
五
年

か
ら
英
文
科
で
演
劇
創
作
コ
ー
ス
を
担
当
し
、
一
九
一
三
年
か
ら
は

実
験
劇
場
４
７
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
興
し
た
。
学
問
の
場
で
あ
る
大

学
に
演
劇
を
持
ち
込
ん
だ
最
初
の
人
物
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
小
劇

場
演
劇
の
始
ま
り
と
も
な
っ
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
の
演
劇
倶
楽
部
は
一

九
〇
八
年
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
中
国
で
は
一
九
〇
九
年
に
天
津
南

開
学
校
で
の
演
劇
活
動
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
学
生
演
劇
の
起
こ
り

は
ア
メ
リ
カ
に
そ
う
遅
れ
て
い
な
い
。

さ
て
、
洪
深
は
一
九
一
九
年
か
ら
一
九
二
〇
年
ま
で
こ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
は
、
ユ
ー
ジ
ン
・

オ
ニ
ー
ル
が
一
九
一
四
年
か
ら
一
九
一
五
年
ま
で
参
加
し
て
お
り
、

多
く
の
劇
作
家
を
生
み
出
し
た
。
ベ
イ
カ
ー
教
授
の
授
業
は
一
二
名

か
ら
一
五
名
ほ
ど
の
少
人
数
で
、
作
品
の
創
作
と
討
論
形
式
で
進
め

ら
れ
た
。
洪
深
は
『R

eturn

』
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
戦
後
の
状
況

を
描
い
た
一
幕
劇
で
認
め
ら
れ
、
授
業
に
参
加
す
る
権
利
を
得
た
と
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い
う
。
付
属
の
実
験
劇
場
で
創
作
し
た
劇
を
上
演
し
、
観
客
の
反
応

を
観
察
し
、
さ
ら
に
脚
本
に
修
正
を
加
え
て
い
く
。
劇
場
で
は
舞
台

道
具
や
照
明
、
衣
裳
、
演
技
の
一
切
を
担
当
し
た
。

ト
マ
ス
・
ウ
ル
フ
の
小
説
『O

f tim
e and the river

』（
一
九
六

三
）
で
は
、
ボ
ス
ト
ン
で
ユ
ー
ジ
ン
が
参
加
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ

サ
ー
・
ハ
ッ
チ
ャ
ー
の
ド
ラ
マ
コ
ー
ス
と
い
う
の
が
登
場
す
る
。
そ

の
モ
デ
ル
は
ベ
イ
カ
ー
教
授
と
４
７
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
る
。
そ

の
周
囲
の
人
々
の
中
に
、
中
国
人
留
学
生
のM

r.W
ang

が
登
場
す

る
。M

r.W
ang

は
官
僚
の
息
子
で
大
金
持
ち
、
怠
け
者
で
浪
費
家
で

女
好
き
の
、
騒
々
し
い
中
国
人
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
お
か
し
な

英
語
を
操
り
、
ど
も
り
な
が
ら
話
す
。
こ
のM

r.W
ang

の
モ
デ
ル
が

ど
う
や
ら
官
僚
の
息
子
で
あ
っ
た
洪
深
の
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。
女

好
き
と
い
う
の
は
、
洪
深
に
は
当
時
ア
メ
リ
カ
で
交
際
し
て
い
た
女

性
が
い
た
た
め
、
そ
の
よ
う
に
書
か
れ
た
よ
う
だ
。
当
時
の
ア
メ
リ

カ
人
の
持
つ
ア
ジ
ア
人
へ
の
蔑
視
や
偏
見
がM

r.W
ang

の
よ
う
な
人

物
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
真
実
の
姿
を
伝
え
て
い
る
と
は

思
え
な
い
。
た
だ
英
語
の
発
音
に
関
し
て
は
、
洪
深
自
身
自
覚
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
ボ
ス
ト
ン
で
は
本
格
的
な
発
音
の
訓
練
を
受
け
て

い
る
。
発
音
、
演
技
、
そ
し
て
ダ
ン
ス
の
専
門
的
な
訓
練
を
受
け
、

ボ
ス
ト
ン
の
劇
団
で
実
践
的
に
演
劇
を
学
ん
で
い
る
。
後
に
は
南
洋

兄
弟
煙
草
公
司
の
ア
メ
リ
カ
支
店
で
総
書
記
兼
会
計
と
し
て
勤
務
し

た
。
一
九
二
一
年
二
月
に
は
、
南
開
学
校
校
長
の
弟
で
あ
る
張
彭
春

が
ア
メ
リ
カ
留
学
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
中
国

劇
『
木
蘭
』
を
上
演
し
、
大
成
功
を
収
め
た
。
こ
の
年
の
五
月
、
中

国
本
土
で
創
刊
さ
れ
た
の
が
『
戯
劇
』
で
あ
る
。
洪
深
は
さ
っ
そ
く

編
集
部
に
手
紙
を
送
り
、
九
月
に
は
汪
仲
賢
か
ら
返
事
を
受
け
取
っ

て
い
る
。
一
九
二
二
年
春
に
帰
国
し
た
彼
は
、
南
洋
兄
弟
煙
草
公
司

上
海
支
店
の
総
管
理
処
理
事
や
英
文
秘
書
を
務
め
、
七
月
に
は
中
国

影
片
製
造
有
限
公
司
と
い
う
映
画
会
社
の
脚
本
コ
ン
テ
ス
ト
の
選
考

人
に
な
っ
て
い
る
。
同
年
冬
に
オ
ニ
ー
ル
の
『
皇
帝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
』

の
翻
案
作
品
で
あ
る
『
趙
閻
王
』
を
創
作
し
、
一
九
二
三
年
一
月
に

『
東
方
雑
誌
』（
第
二
〇
巻
一
、
二
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
オ
ニ
ー
ル

の
『
皇
帝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
』
は
皇
帝
の
身
分
か
ら
奴
隷
の
身
に
回
帰
し

て
い
く
の
と
反
対
に
、
洪
深
の
『
趙
閻
王
』
で
は
主
人
公
趙
大
は
権

力
者
の
下
で
働
く
一
兵
士
で
あ
る
。
そ
し
て
各
幕
に
現
れ
る
幻
影
と

し
て
、
清
末
か
ら
民
国
に
か
け
て
の
国
難
、
軍
閥
の
暴
挙
を
描
い
て

い
る
。
ま
た
オ
ニ
ー
ル
が
第
七
幕
で
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
邪
神
の
化
身

の
象
徴
で
あ
る
鰐
に
命
を
奪
わ
れ
そ
う
に
な
る
時
、
伝
説
の
、
自
分

の
命
を
守
る
は
ず
の
「
銀
の
銃
弾
」
を
打
ち
果
た
し
て
し
ま
う
。
洪

深
は
こ
の
「
銀
の
銃
弾
」
の
神
話
を
排
除
し
て
い
る
の
だ
。
銃
弾
を

討
ち
果
た
し
、
趙
大
の
精
神
的
錯
乱
を
提
示
し
た
後
、
追
加
し
た
第

八
幕
で
は
そ
れ
ま
で
の
幻
影
の
す
べ
て
を
含
ん
だ
多
数
の
人
間
、
孫
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悟
空
や
武
松
と
い
っ
た
伝
説
上
の
人
物
が
武
器
を
手
に
出
現
す
る
。

死
者
、
空
想
上
の
人
物
た
ち
に
囲
ま
れ
、
趙
大
は
完
全
な
狂
気
の
世

界
に
突
入
し
て
い
く
。
オ
ニ
ー
ル
の
「
銀
の
銃
弾
」
の
神
話
性
、
鰐

の
持
つ
象
徴
性
は
消
え
、
舞
台
上
で
具
象
的
手
段
で
狂
気
の
世
界
を

表
現
し
て
み
せ
た
。『
趙
閻
王
』
は
一
九
二
三
年
二
月
六
日
に
笑
舞
台

で
上
演
さ
れ
た
が
、
残
念
な
が
ら
文
明
戯
の
劇
場
で
上
演
さ
れ
、
俳

優
た
ち
も
文
明
戯
出
身
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
失
敗
に
終
わ
っ
て

し
ま
う
。
ア
メ
リ
カ
で
一
九
二
〇
年
一
一
月
一
日
プ
レ
イ
ラ
イ
ツ
・

シ
ア
タ
ー
で
初
演
を
迎
え
た
『
皇
帝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
』
は
、
日
本
で
は

大
正
一
四
年
築
地
小
劇
場
第
二
四
回
公
演
と
し
て
三
月
一
五
日
か
ら

二
四
日
ま
で
上
演
さ
れ
て
い
る
。
本
田
満
津
二
訳
、
青
山
杉
作
演
出
、

主
人
公
ジ
ョ
ー
ン
ズ
を
演
じ
た
の
は
千
田
是
也
で
あ
る
。
洪
深
は
日

本
よ
り
も
早
く
『
皇
帝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
』
を
中
国
に
紹
介
し
た
の
だ
。

ア
メ
リ
カ
で
の
公
演
を
洪
深
は
恐
ら
く
目
に
し
て
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。『
趙
閻
王
』
は
同
時
代
の
ア
メ
リ
カ
演
劇
と
、
学
ん
だ
作

劇
法
、
演
技
方
法
を
生
か
し
て
書
き
上
げ
た
意
欲
作
で
あ
っ
た
。

『
ウ
ィ
ン
ダ
ミ
ア
夫
人
の
扇
』
の
中
国
で
の
上
演

一
九
二
四
年
五
月
、
上
海
戯
劇
協
社
が
洪
深
翻
案
、
演
出
の

『
ウ
ィ
ン
ダ
ミ
ア
夫
人
の
扇
』
を
上
演
し
た
。
こ
の
上
演
の
成
功
は
、

中
国
話
劇
の
嚆
矢
と
さ
れ
、
こ
の
時
か
ら
真
の
話
劇
が
誕
生
し
た
。

そ
し
て
こ
の
作
品
は
中
国
人
に
好
ま
れ
、
学
生
演
劇
や
中
国
旅
行
劇

団
に
よ
っ
て
幾
度
も
上
演
さ
れ
て
い
る
。
舞
台
の
み
な
ら
ず
、
一
九

二
八
年
に
は
明
星
影
片
公
司
が
張
石
川
、
洪
深
監
督
で
映
画
化
し
、

一
九
三
九
年
に
は
華
新
映
片
公
司
が
李
萍
倩
監
督
に
よ
り
再
び
映
画

化
し
た
。
な
ぜ
、
こ
の
作
品
は
当
時
の
中
国
人
に
こ
れ
ほ
ど
愛
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
か
。

オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
の
原
作
は
一
八
九
一
年
に
発
表
さ
れ
、
上

海
戯
劇
協
社
の
上
演
か
ら
三
〇
年
も
前
の
作
品
で
あ
る
。
あ
ら
す
じ

を
簡
単
に
み
て
お
こ
う
。

ウ
ィ
ン
ダ
ミ
ア
夫
人
は
夫
ウ
ィ
ン
ダ
ミ
ア
卿
が
ア
ー
リ
ン
夫
人
と

交
際
し
て
い
る
と
誤
解
し
、
自
分
に
好
意
を
寄
せ
る
ダ
ー
リ
ン
ト
ン

卿
の
所
へ
行
く
。
ア
ー
リ
ン
夫
人
は
、
ウ
ィ
ン
ダ
ミ
ア
夫
人
の
実
の

母
親
で
あ
る
。
ア
ー
リ
ン
夫
人
は
ウ
ィ
ン
ダ
ミ
ア
卿
に
娘
に
会
い
た

い
と
相
談
し
て
い
た
の
だ
。
誤
解
し
た
娘
が
、
か
つ
て
の
自
分
と
同

じ
不
倫
の
過
ち
を
犯
そ
う
と
す
る
の
を
ア
ー
リ
ン
夫
人
は
説
得
す

る
。
説
得
を
聞
き
入
れ
、
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
卿
の
家
を
出
よ
う
と
す
る

時
、
夫
た
ち
が
や
っ
て
来
る
。
室
内
に
自
分
の
妻
の
扇
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
妻
の
不
貞
を
疑
う
ウ
ィ
ン
ダ
ミ
ア
卿
。
そ
こ
へ
ア
ー
リ
ン
夫

人
が
登
場
し
、
扇
は
自
分
が
忘
れ
た
と
言
っ
て
娘
の
窮
地
を
救
う
の

だ
っ
た
。

洪
深
は
こ
の
作
品
を
翻
案
し
、
登
場
人
物
の
名
前
を
中
国
風
に
改
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め
た
ば
か
り
で
な
く
、
台
詞
も
こ
な
れ
た
口
語
に
訳
し
た
。「
原
作
の

ス
ト
ー
リ
ー
を
踏
襲
し
、
人
物
の
環
境
、
性
格
、
言
葉
、
風
俗
習
慣

を
中
国
化
さ
せ
、
脚
本
そ
の
も
の
が
人
を
引
き
付
け
た
上
に
、
中
国

の
観
衆
の
情
緒
に
適
合
さ
せ
た
」
と
評
価
さ
れ
る
通
り
、
脚
本
の
妙

が
成
功
の
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

当
時
の
中
国
で
は
、
社
交
と
恋
愛
問
題
を
扱
っ
た
同
作
は
、
か
つ

て
社
会
に
よ
っ
て
堕
落
さ
せ
ら
れ
た
母
親
が
娘
の
窮
地
を
救
う
「
慈

母
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
同
時
期
の
社
会
問
題
を
描
い
て
い
る
と
し

て
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
自
由
恋
愛
や
自
由
結
婚
を
選
択
で
き
ず
、
堕

落
し
た
人
間
が
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
の
で
き
な
い
社
会
、
金
持
ち
や

権
力
者
の
卑
し
さ
、
娘
を
思
う
慈
母
と
し
て
の
母
親
像
を
描
い
た
同

作
は
、
中
国
が
当
時
抱
え
て
い
る
問
題
を
含
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
劇
へ
と
昇
華
し
た
の
が
洪
深
で
あ
っ
た
。

上
演
の
成
功
に
は
も
う
一
つ
、
男
女
共
演
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ

ま
で
の
文
明
戯
や
新
劇
で
は
、
女
性
が
舞
台
に
立
つ
こ
と
は
な
く
、

女
役
は
男
性
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
留
学
帰

り
の
洪
深
は
、
女
形
を
嫌
い
、
こ
の
上
演
で
は
わ
ざ
と
欧
陽
予
倩
の

『
溌
婦
（
気
の
強
い
女
）』
と
『
ウ
ィ
ン
ダ
ミ
ア
夫
人
の
扇
』
を
同
時

上
演
し
た
と
い
う
。『
溌
婦
』
は
女
形
が
演
じ
、『
ウ
ィ
ン
ダ
ミ
ア
夫

人
の
扇
』
は
女
子
学
生
が
女
性
を
演
じ
た
。
ち
ょ
う
ど
一
九
二
〇
年

代
に
各
大
学
で
男
女
共
学
が
実
行
さ
れ
、
新
劇
倶
楽
部
も
登
場
し
て

き
た
時
期
で
あ
る
。
女
子
学
生
が
舞
台
に
登
場
す
る
基
盤
が
整
い
始

め
た
こ
と
が
上
演
の
成
功
を
後
押
し
し
た
。
観
客
た
ち
は
、
や
は
り

女
性
は
女
性
が
演
じ
る
の
が
自
然
で
あ
る
と
感
じ
、
こ
れ
以
降
、
男

女
共
演
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
一
九
二
〇
年
代
に
ヒ
ッ
ト
し
た
芝
居
が
、
そ
の

後
三
〇
年
代
に
な
っ
て
も
人
気
を
維
持
し
て
映
画
化
も
さ
れ
る
と

は
、
不
思
議
な
気
が
す
る
。
物
語
の
魅
力
の
他
に
考
え
ら
れ
る
原
因

は
、
上
流
社
会
を
描
き
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
に
富
ん
で
い
た
こ
と
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
戯
劇
協
社
よ
り
後
に
こ
の
作
品
を
上
演
し
た
の

は
、
専
ら
学
生
演
劇
で
あ
る
。
当
時
の
上
海
紙
『
申
報
』
の
記
事
や

雑
誌
か
ら
上
演
記
録
を
辿
る
と
、「
天
津
南
開
大
学
」（
一
九
二
五
年

五
月
、
一
九
二
六
年
五
月
）、「
上
海
婦
女
慰
労
会
」（
一
九
二
七
年
八

月
四
日
、
六
日
於
中
央
大
戯
院
）、「
天
津
南
開
大
学
女
学
生
新
劇
団
」

（
一
九
二
九
年
七
月
、
一
二
月
、
一
九
二
八
年
一
一
月
、
一
九
二
九
年

五
月
）、
徐
心
波
、
李
瓔
と
い
う
上
海
の
広
東
人
の
話
劇
団
体
（
一
九

二
九
年
五
月
）、「（
蘇
州
）
東
呉
大
学
」
で
当
時
「
四
大
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
」
と
呼
ば
れ
た
女
子
学
生
呉
剣
群
が
上
演
（
一
九
二
九
年
七
月
）、

「
中
華
婦
女
節
制
会
遊
芸
会
」（
一
九
三
〇
年
一
月
）、「
培
成
女
学
校
」

（
一
九
三
〇
年
六
月
）、「
裨
文
女
学
校
」
が
校
舎
建
て
替
え
の
募
金
の

た
め
に
上
演
（
一
九
三
一
年
四
月
一
一
日
）、「
復
旦
劇
社
」（
一
九
四

一
年
三
月
十
日
、
一
一
日
）、「
東
呉
大
学
」
が
募
金
の
た
め
上
演
（
一
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九
四
一
年
五
月
七
日
）、
ラ
イ
シ
ャ
ム
シ
ア
タ
ー
で
陸
露
明
に
よ
る

公
演
（
一
九
四
二
年
九
月
一
五
日
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、

「
培
成
女
学
校
」
の
女
子
学
生
の
準
備
の
様
子
を
み
る
と
、
リ
ハ
ー
サ

ル
や
衣
装
作
り
、
切
符
売
り
に
奔
走
し
、
授
業
後
だ
け
で
は
な
く
土

日
も
練
習
に
励
ん
で
い
た
よ
う
だ
。「
劇
中
人
物
の
服
装
は
十
分
モ

ダ
ン
な
故
、
一
人
一
人
が
新
衣
裳
を
作
る
の
に
数
十
元
を
惜
し
ま

ず
」
と
も
新
聞
記
事
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

報
道
を
見
る
限
り
、
女
子
学
生
が
演
じ
る
こ
と
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
る
場
合
が
多
い
よ
う
に
思
う
。
女
学
生
を
惹
き
つ
け
た
こ
の

作
品
の
魅
力
は
、
モ
ダ
ン
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
、
洗
練
さ
れ
た
上
流

階
級
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
男
女
の
駆
け
引
き
の
妙
に
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

な
お
、
一
九
二
九
年
に
は
日
本
で
も
留
学
生
が
こ
の
作
品
を
上
演

し
た
よ
う
だ
。
南
開
大
学
の
音
楽
家
で
あ
る
黄
女
士
は
、
日
本
の
東

京
青
年
会
遊
芸
会
で
上
演
し
観
客
の
称
賛
を
浴
び
た
。
日
本
留
学
中

の
南
開
出
身
者
王
家
駿
は
、
南
開
留
日
分
会
の
会
長
で
あ
り
、
交
友

楼
の
建
設
資
金
募
金
の
た
め
に
上
演
を
企
画
し
た
と
い
う
。
し
か
し

こ
の
上
演
に
関
す
る
日
本
側
の
記
録
は
不
明
で
あ
る
。

映
画
と
ラ
ジ
オ
劇

『
ウ
ィ
ン
ダ
ミ
ア
夫
人
の
扇
』
は
、
一
九
二
五
年
に
ワ
ー
ナ
ー
・
ブ

ラ
ザ
ー
ス
社
が
エ
ル
ン
ス
ト
・
ル
ビ
ッ
チ
監
督
で
映
画
化
し
た
。
こ

の
映
画
は
、一
九
二
六
年
に
上
海
で
上
映
さ
れ
て
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。
映

画
の
中
の
説
明
が
全
て
英
語
で
あ
っ
た
た
め
、
百
代
公
司
が
洪
深
の

舞
台
作
品
の
台
詞
を
映
画
の
字
幕
に
入
れ
る
こ
と
に
し
た
そ
う
だ
。

中
国
で
は
一
九
二
八
年
に
明
星
影
片
公
司
（
張
石
川
、
洪
深
監
督
）

が
、
一
九
三
九
年
に
華
新
影
片
公
司
（
李
萍
倩
監
督
）
が
そ
れ
ぞ
れ

映
画
化
し
た
。『
申
報
』
で
同
作
の
記
事
が
多
か
っ
た
年
は
、
一
九
二

四
年
と
一
九
二
六
年
で
あ
る
。
こ
れ
は
戯
劇
協
社
に
よ
る
舞
台
で
の

上
演
の
年
と
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
版
の
上
映
の
年
に
あ
た
る
。
舞
台
で
の

成
功
の
後
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
版
に
よ
り
同
作
が
よ
り
広
ま
っ
て
い
っ
た

と
考
え
ら
れ
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
お
馴

染
み
の
作
品
と
な
っ
て
い
た
。

一
方
で
、
舞
台
上
演
は
一
九
二
四
年
、
一
九
二
五
年
、
一
九
二
六

年
、
一
九
二
七
年
、
一
九
二
九
年
を
ピ
ー
ク
に
、
そ
れ
以
降
は
減
っ

て
し
ま
う
。
一
九
三
〇
年
代
に
は
国
民
党
に
よ
る
弾
圧
が
強
ま
り
、

左
翼
化
傾
向
の
強
い
話
劇
界
の
人
々
は
上
演
場
所
を
封
鎖
さ
れ
た

り
、
自
ら
も
追
わ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
上
演
に
制
限
が
か
か
る
時
期

を
迎
え
る
。
そ
う
し
た
時
期
に
、
同
作
の
よ
う
な
資
産
階
級
の
好
む

芝
居
が
思
想
的
に
問
題
視
さ
れ
始
め
た
。

そ
し
て
、
舞
台
を
失
っ
た
同
作
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
ラ

ジ
オ
劇
に
行
き
つ
く
。
ラ
ジ
オ
劇
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
「
話
劇
」
も
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あ
り
、『
ウ
ィ
ン
ダ
ミ
ア
夫
人
の
扇
』
は
こ
の
枠
で
演
じ
ら
れ
て
い

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
は
観
音
社
と
い
う
ラ
ジ
オ
劇
劇
団
が
午
後
七

時
一
五
分
か
ら
八
時
ま
で
の
間
放
送
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
九
四
〇
年
代
に
な
る
と
、
ラ
ジ
オ
劇
で
は
な
く
遊
戯
場
で
上
演

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
遊
戯
場
は
滑
稽
戯
の
よ
う
に
大
衆
的
で
通
俗

的
な
演
目
を
上
演
し
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
『
ウ
ィ
ン
ダ
ミ
ア
夫
人

の
扇
』
と
い
う
話
劇
作
品
が
、
お
笑
い
要
素
の
強
い
滑
稽
戯
へ
と
変

質
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

一
九
二
〇
年
代
に
は
モ
ダ
ン
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
、
流
行
の
最

先
端
を
い
く
作
品
だ
っ
た
同
作
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
「
時
勢
に

合
わ
な
い
」
と
し
て
非
難
の
対
象
と
な
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
退
廃
劇

は
左
傾
化
し
た
話
劇
界
で
も
時
代
遅
れ
の
も
の
と
な
っ
た
。
ラ
ジ
オ

劇
の
中
で
生
き
延
び
た
同
作
は
、
一
九
四
〇
年
代
に
は
滑
稽
戯
と
し

て
遊
戯
場
で
上
演
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
で
は
話
劇
で
も
上

演
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
上
海
の
地
方
劇
滬
劇
の
演
目
と
し
て

残
存
し
て
い
る
。
滬
劇
で
は
歌
唱
に
よ
り
母
の
思
い
を
歌
い
上
げ
、

母
と
娘
の
愛
情
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

華
人
文
化
圏
で
の
広
が
り

中
国
で
の
『
ウ
ィ
ン
ダ
ミ
ア
夫
人
の
扇
』
の
変
遷
を
見
て
き
た
が
、

中
国
以
外
の
華
人
文
化
圏
で
も
こ
の
作
品
は
上
演
さ
れ
て
い
る
。
タ

イ
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
タ
イ
の
華
人
に
よ
る
話
劇
活
動
は
、
一
九
二

〇
年
代
に
始
ま
っ
た
。
中
国
人
が
伝
え
た
の
は
、
洪
深
の
話
劇
『
趙

閻
王
』
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
現
地
の
『
小
説
林
』（
一
九
二
二
年
）
に

掲
載
さ
れ
た
と
い
う
。
タ
イ
の
華
人
に
よ
る
話
劇
も
洪
深
か
ら
始

ま
っ
た
の
だ
。
一
九
三
八
年
、
一
九
三
九
年
に
は
中
国
旅
行
劇
団
も

タ
イ
で
公
演
し
、
曹
禺
の
『
雷
雨
』
を
上
演
し
た
。
中
国
の
話
劇
を

直
接
タ
イ
に
持
ち
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
の
話
劇
も
一
九
二
二
年
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う

だ
。『
ウ
ィ
ン
ダ
ミ
ア
夫
人
の
扇
』
は
一
九
三
四
年
に
坤
成
女
学
校
が

懇
親
会
で
同
作
を
上
演
し
た
が
、
女
学
生
が
男
装
し
て
演
じ
た
の
が

物
議
を
醸
し
た
。
中
国
の
話
劇
は
、
脚
本
あ
る
い
は
劇
団
を
介
し
て
、

南
方
の
華
人
文
化
圏
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う

し
た
動
き
が
現
地
の
話
劇
を
よ
り
盛
ん
に
し
、
話
劇
の
素
地
を
築
い

て
い
っ
た
。

華
人
文
化
圏
で
は
話
劇
以
外
に
も
、
映
画
版
の
『
ウ
ィ
ン
ダ
ミ
ア

夫
人
の
扇
』
も
恐
ら
く
上
映
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
あ
る
作
品
が
時
代

の
変
遷
に
よ
り
劇
か
ら
映
画
、
ラ
ジ
オ
、
滑
稽
戯
、
地
方
劇
へ
と
姿

を
変
え
、
国
境
も
超
え
て
伝
わ
っ
て
い
く
。『
ウ
ィ
ン
ダ
ミ
ア
夫
人
の

扇
』
は
、
一
つ
の
作
品
を
追
う
こ
と
で
、
華
人
文
化
圏
で
の
文
化
の

広
が
り
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
の
で
き
る
好
例
と
い
え
よ
う
。
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